
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  受贈者が贈与者より先に死亡した場合の相続時精算課税制度 

Ｑ：相続時精算課税制度で贈与を受けた受

贈者が、特定贈与者より先に死亡した場合の

相続税の取扱いはどうなりますか？ 

 

Ａ：受贈者が特定贈与者より先に死亡した

場合には、死亡した受贈者の子が代襲相続人

として、特定贈与者の相続時に一体課税の適

用を受け、相続税額の精算をします。 

【解説】 

 相続時精算課税制度により受贈者が贈与に

より取得した財産は、特定贈与者（相続時精

算課税制度の対象となる贈与をした人）であ

る親の相続時に、相続により取得したものと

みなして相続税を課税することとされていま

す。 

 したがって、本来であればその親（特定贈

与者）の相続時に子（受贈者）が相続時精算

課税の適用を受けるのですが、その適用を受

ける前に受贈者が特定贈与者である親よりも

先に死亡した場合には、その受贈者の子であ

る孫が相続時精算課税の適用を受けることに

なります。 

 すなわち、特例適用贈与財産は特定贈与者

である親（祖父）の相続時に、孫が代襲相続

人として相続により取得したものとみなされ、

相続時精算課税制度が適用されることになり

ます。 

 つまり、子（受贈者）が親（特定贈与者）

より先に死亡した場合には、孫（受贈者の相

続人）が、特定贈与者の相続税に関する納税

の権利・義務を承継することになるわけです。 
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